


実践編 人工知能が実際に使われている応用例

画像処理 ニューラルネットワークなど
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出典：Newton 別冊「ゼロからわかる人工知能」 2018



ニューラルネットワークの計算プロセス





バイアスに対応
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ラズパイで初体験！ディープラーニング

Deep Learningが注目される理由
１．伝搬関数

シグモイド関数からReLU関数
計算が軽く高速

２．計算性能の向上
GPUボードの積極利用 256並列計算
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出典：Newton 別冊「ゼロからわかる人工知能」 2018

コンピュータはどうやって将棋を指す？



ＡＩをパソコンで体験

★ 通常のパソコン Core i3〜i7級 Linux環境

CPU + GPU

プログラミング言語 Python

★ ＡＩプログラミングを簡単にするフレームワーク
● Tensor Flow (Google)
● Chainer (日本 Prefered Networks) 買収された
● dlib ライブラリ LinaxのＣ++用 画像認識など

さまざまな解析環境の提供
・ AWS (Amazon Web Services)     AWS Deep Learning AMIなど
・ Anaconda (Continuum Analytics社)  さまざまなパッケージ
・ SONY Tool Kit (SONY NN CONSOLE)



SONY NN CONSOLE  表示画面



簡単な事例 ： キュウリの自動選別機械自作

簡単にできる？？という
「人工知能」を使ってみよう



ラズパイと人工知能による
キュウリの自動選別機械

インターフェース 2017年3月号





日経BPパソコンベストムック ラズパイ入門 2016年2月



人工知能 AIを
活用するには、
莫大な計算能力が
必要となる

CPU

GPU

量子コンピュータ



日本経済新聞 2017年7月25日



人工知能の攻撃、人間は気付かない？
ノイズとしか見えないわずかなデータを加えるとAIはテナガザルと間違える

出典：Newton 別冊「ゼロからわかる人工知能」 2018



Self‐Organizing Map 
• 自己組織化マップ

• T. Kohonen 1982年

• 教師なし学習

• 応用

– 遺伝子解析 音声認識 画像解析 ロボット制御

● 入力データ
★多次元データ
★表だけを見ていてもデータの特性を理解しづらい

● SOMによる結果
・ 2次元空間上にマッピングする
・ 似た特徴のデータは近い場所にマッピング
・ 異なる特徴のデータは遠い場所にマッピング
・ 視覚的に理解しやすい



SOMの適用は可能か？（人工知能の応用）

落石・崩壊
長崎県 平戸田平線

（H16.10発生）

膨大な数の道路法面
＋

公共事業費の削減

斜面災害を防ぐために、対策の優先順位付けが必要
？？崩壊可能性のある場所をピックアップできるか？



SOMの“道路のり面維持・管理”への適用性

ＳＯＭ活用のメリット 適用性

データの可視化

大規模データの要約

非線形モデルに適用可能

道路のり面の点検は多数の項目
からなる高次元データ

膨大な量の点検結果が存在

地盤の工学的パラメータには，
相関性が存在している



SOM（２） 入力データ（多次元）

『自己組織化マップ』T.Kohonen



SOM（３） SOMによる結果

『自己組織化マップ』T.Kohonen



事例 国土交通省の道路の維持・管理手法
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対策が
必要!!



クラスタリング
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クラスタA
•Ｘ１：崖錐地形
•Ｘ１５：当該のり面の変状

クラスタD
•Ｘ２：崩壊跡地
•Ｘ３：遷急線明瞭
•Ｘ１０：崩壊性の土砂
•Ｘ１２：表土及び浮石・転石の状況
•Ｘ１４：表面の被覆状況
•Ｘ１５：当該のり面の変状
•Ｘ１６：隣接する斜面・のり面等の変状

クラスタE
•Ｘ３：遷急線明瞭
•Ｘ４：台地の裾部
•Ｘ１０：崩壊性の土質
•Ｘ１２：表土及び浮石・転石の状況
•Ｘ１５：当該のり面の変状

クラスタF
•Ｘ２：崩壊跡地
•Ｘ３：遷急線明瞭
•Ｘ９：尾根先端等凸型斜面
•Ｘ１０：崩壊性の土質
•Ｘ１６：隣接する斜面・のり面等の変状
•Ｘ１５：流れ盤

クラスタB
•Ｘ１：集水型斜面

過去の被災箇所
３箇所





人工知能（AI）技術を用いたトンネル岩判定について

■もし、ＡＩ技術で岩判定が出来たなら・・・

①職員が遠方の現場に来る必要がなくなる。
 監督員による判定時の立ち会いのみで可能となる。

②熟練した技術者でなくても判定が可能

 熟練技術者減少への課題に対応

③人間が危険な場所に近づく必要がなくなる。

 危険な観察はカメラ・センサー等を用いることで、安全性が向上。

■ 現状の課題

①岩判定には複数の経験豊富な職員で確認が必要 切羽面観察の状況

【ＡＩ活用のイメージ】
②熟練者の技術的判断が必要

③切羽面の観察は崩落等の危険が伴う

→ 時間を調整して遠方の現場に集まる必要

→ 技術の担い手不足が課題

→ 万全の安全対策が必要
④工事施工者はその都度判断に必要な資料を作成

→ 観察表、評価表、変異計測、etc．．．

④現場の資料作成が減少し、生産性の向上につながる。

 資料作成に割く時間が減り、現場の負担が軽減。

トンネル工事では、岩質により支保構造を決定するために岩判定を実施
AIにより岩判定が可能となれば、様々な負担が軽減

様式－1



トンネル岩判定への対応

人は何を見て、判断しているのか？

どのようなデータが必要か
切羽面のデジタル写真（質は？）
３Dスキャナー、
先行ボーリング、
物理探査（弾性波速度）、
変形量？
岩種





現在、数多くの企業で事例（試行的）研究が行われている

人工知能(ＡＩ)を用いた次世代無人化施工システムの開発に着手
(大成建設）
清水建設がBIMとAIとロボットで工事現場の省人化システムを構築
（清水建設）
鹿島、ＡＩと人間の知見融合 建築工事に自動ツール導入
（鹿島建設）
ICT を利用した建設技術の高度化
（大林組）
トンネル岩判定への適用
（安藤・間）

などなど

しかし、土木・建設に適合したAIソフト開発は？？？



ご静聴
ありがとうございました

今後に期待いたしましょう


